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平成２５年度 自己評価報告書 

船橋希望学舎       

世田谷区立船橋希望中学校 

 

I. 本校の目標及び計画 

1. 教育目標 

人権尊重の精神を基調として、希望をもち、未来に羽ばたく、知・徳・体の調和のとれた生徒

を育成するため、次の教育目標を設定する。 

  ○ 認め合い、励まし合う、豊かな心をもつ生徒 

  ○ 深く考え行動する、学ぶ意欲のある生徒 

  ○ 磨き合い、高め合う、心身ともに健康な生徒 

 

2. 学校評価を踏まえた重点目標 

「ことばの力」を基盤として、以下の重点目標を達成することを通して、知的活動の質をより一層

高め、表現力やコミュニケーション能力の育成を図る。 

 (1) 人間的な触れ合いを深める環境をつくるとともに、コミュニケーション能力を高め、豊かな心の

育成を図る。 

   「運動会や学芸発表会では、本気で取り組み、達成感を得ることができた」と実感できる生徒を

８０％以上にする。 

 (2) 日々の授業を充実させ、生徒一人一人に確かな学力を身につけさせる。 

「授業の内容が理解できる」と実感できる生徒を８０％以上にする。 

 (3) 基本的な生活習慣を確立させ、自己実現を図るための強い心を育てる中で、一人一人が大切にさ

れ、お互いが認め合い協力しあえる集団を育成する。 

「学校のきまりを守って行動している」と自覚できる生徒を９０％以上にする。 

 

3. 学校の教育目標並びに重点目標を達成のための基本方針 

(1) 「豊かな人間性」を育む学校 

  ① 学校行事や宿泊行事における共同活動を通して、学校や学級への所属感を高めるとともに、成

就感や感動を体験させ、互いに鍛え合い、切磋琢磨し、認め合い・支え合い・高め合える活動、

充実感や達成感のある活動を推進する。 

  ② 地域活動やボランティア活動の充実を図り、社会の一員としての自覚や他の人を思いやる心を

育む。 

  ③ 人格の形成をめざし、自分の大切さとともに、他の人の大切さを認め、よりよい人間関係を築

けるよう、人権教育や特別支援教育、心の教育を充実する。 

  ④ 職場体験をはじめ生き方指導を充実させ、生徒の自己実現を支援する。 

  ⑤ 相談機能を充実・強化し、生徒一人ひとりに応じた生活指導を行い、人間性を高め、いじめを

許さない校風を確立する。 

  ⑥ 交流活動を推進し、伝え合う力や表現力など、コミュニケーション力を育む。 

  ⑦ 正義感があり、公平・公正な行動ができる生徒を育成する。 

 (2) 確かな学力をつける学校 

  ① 「豊かな知力」を育成するため、各教科等の指導方法や指導体制の工夫改善に取り組み、個に
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応じた指導を充実させ、基礎・基本の定着を図るとともに、これらを活用して課題を解決するた

めに必要な思考力、判断力、表現力を育成し、主体的に学習に取り組む態度を養う。また、「学

習ガイド」を配布し、家庭と連携して学習習慣を確立させる。 

  ② 学習習得確認調査を行い、その結果を「学び舎」で共有し、指導改善のための具体的な計画を

検討する。 

  ③ 卒業後の進路選択に向けた実践的な学力を身につけさせるため、９月より３年生を対象に、土

曜講習会を実施する。 

  ④ ｢ことばの力｣を育成するため、｢美しい日本語を世田谷の学校から｣の取り組み、教科｢日本語｣

の授業はもとより、すべての教育活動を通して、｢読む｣｢書く｣｢聞く｣｢話す・話し合う｣活動を充

実させる。 

  ⑤ 朝読書の時間や読書指導を通して、生徒の読書習慣の確立や読書力の向上を目指し、家庭、地

域と連携して、知力や情操を育む読書活動の推進に努める。 

  ⑥ 生徒が自らの生き方を考え主体的に進路を選択することができるよう、総合的な学習の時間、

特別活動等の相互関連を図り、計画的、組織的なキャリア教育を推進する。特に、職業講話、職

場体験、進路相談などを計画的・系統的に実施する。 

 (3) 健やかな身体を育成する学校 

① 体力づくりに関心をもち、自らすすんで体育やスポーツに取り組む授業や部活動を推進する。 

  ② 食育の推進並びに体力の向上に関する指導、安全に関する指導及び心身の健康の保持増進に関

する指導について、教育活動全体で行うとともに、家庭や地域社会との連携を図る。 

  ③  部活動は、学校教育の一環として行われる活動であり、中学校における部活動に対する期待と

教育的効果を考え、全教員がこの指導に当たる。また、複数顧問をおくよう努力する。 

 (4) 家庭・地域が積極的に参画する開かれた学校 

① ＰＴＡ活動が活発で、「協力・協育」の姿勢がある学校を目指す。 

② 地域運営学校の指定を受けるなど、地域参画型の教育活動を推進する。 

③ 学校関係者評価委員会を設立して、学校関係者評価を実施し、学校改善に努める。 

④ 学校協議会の充実を図り、教育活動、地域防災、健全育成に家庭・地域と共に取り組む。 

⑤ ホームページ、学年だよりなどを充実させ、情報が家庭・地域に確実に伝わる工夫をする。 

⑥ 学校行事への積極的な参加があり、保護者も生徒とともに育ち、学ぶ学校を目指す。 

  ⑦ 「子どもぶんか村」、「ふれあい祭り」「防災訓練」など地域で行われている行事や活動などに積

極的に協力するとともに、生徒の参加を積極的に呼びかけ、地域に学び、地域の一員としての自

覚を高め、感謝する心や社会性を身に付けた生徒を育成する。 

 

４．その他 

 (1) 生徒指導の充実 

   社会の急激な変化、家庭や地域の教育力の変化などに伴い、生徒たちは様々な悩みや不安をかか

えている。その一部は、いじめや不登校などの問題行動として現れている。また、心身に障害のあ

る生徒に対する特別支援教育の充実も課題である。このような実態に対して、生徒指導の基本は、

「厳しさと温かさ」であると考えている。生徒理解を深め、安心して学校生活が送れるように、生

徒一人一人への支援をしていく。具体的な方策として、 

  ① 「挨拶」「時間」「身だしなみ」「掃除」を重点とし、基本的な生活習慣を確立させ、自己実現を

図るための自己指導力を育成する。 

  ② 自己の言動に対して責任をもち、社会規範を守る態度を育成し、「いじめ」や「暴力」が起きな

い教育を推進する。 

  ③ 教師と生徒の人間的な触れ合いに基づくきめ細かい観察や教育相談を通して、生徒理解を深め、

教師と生徒の信頼関係を築く。 
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  ④ 生徒指導上の問題に対しては、情報の収集と共有化を図り、迅速な対応、親身な指導、継続的

な支援を心がけ、問題の早期発見、早期解決に努める。 

   ⑤ 全教職員の共通理解と保護者の協力をもって、学校と家庭が同一歩調の生徒指導を行う。 

   ⑥ 常に危機管理意識をもって、生徒の安全、防犯に努める。 

  ⑦ 適応学級、教育相談室、警察、大学、教職員大学院など諸機関との連携体制を深める。 

  ⑧ 特別支援コーディネーターを中心に、学校全体の支援体制を整備し、スクールカウンセラー、

スクールサポーター等との連携を深め、個に応じた指導を推進し、特別支援教育を充実させる。 

 (２) 教育環境の向上 

   教育活動の効果を上げるために、良い教育環境を維持していかなければならない。そのためには、

限られた施設や予算を有効に活用するとともに、人的な教育環境の向上にも努める。具体的には、 

  ① 校内美化活動・掲示活動の推進や自然環境の整備を図り、落ち着いた学習環境を作る。 

   ② 定期的な点検を行い、迅速な施設の修理、改善を実施する。校内努力では対応できないものに

ついては、教育委員会の協力をもとに、より良い環境の維持に努める。 

   ③ 予算を有効かつ計画的に執行する。場合によっては、複数年で計画する。 

  ④ 相談室を有効に活用して、教育相談、特別支援教育を充実させる。 

   ⑤ 教育支援員、外部指導員、地域の人、大学生ボランティアなど人的資源を積極的に導入し、活

用する。 

  ⑥ 校内研修を計画的に実施し、教育活動の充実と教職員の資質の向上を図る。 

  ⑦ 研究授業を実施し、授業力の向上と授業改善に努める。 

   

Ⅱ. 学校の概要 

 1. 校長 徳永 啓介  

2. 学級数・生徒数 

学年 1 年 ２年 ３年 計 

学級数 ６ ５ ５ １６ 

生徒数 ２１７名 １９８名 １８８名 ６０３名 

3. 学校の特色 

船橋希望中学校は、船橋中学校と希望丘中学校が統合し、昨年度新たに設立した２年目の学

校で、保護者と地域の方々に支えられ、３年間の準備期間を経て開校することができた。教員、

生徒、保護者が共に新しい伝統と文化をつくるという意識を強くもち、時間をかけて取り組ん

できた。現在は旧希望丘中学校の校舎で生活しているが、来年度（平成２６年度）からは旧船

橋中学校の敷地に新校舎が落成し、新校舎での生活となる。環境としては住宅地に囲まれ、畑

や公園も多くある緑にも恵まれた地域である。 

統合による生徒の不適応も心配されたが、統合前からの交流活動や新しい学校を自分たちの 

 手で作り上げていくという生徒の意識のもと、１年目、２年目ともに落ち着いた学校生活を過

ごしている。明るく活発な生徒が多く、運動会や学芸発表会などの行事に本気で取り組み、達

成感を実感する中で、人間関係を深めている。落ち葉掃きなどの清掃活動やペットボトルキャ

ップ回収等の生徒会主催のボランティア活動にも多くの生徒が参加している。生徒会役員やＰ

ＴＡが中心となり「あいさつ運動」にも取り組んでいる。今年度は、学舎として同じ期間に行

う「あいさつキャンペーン」を実施した。部活動も活発に行われており、都大会に出場する部

もある。総合体育大会では、女子の部で４位に入賞した。今年度は世田谷区立中学校陸上競技
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大会では、女子総合５位に入賞した。また、今年度は学舎として世田谷子ども駅伝にも参加し、

男子５位、女子４位に入賞した。さらに、地域では、青尐年船橋地区委員会による子どもぶん

か村活動が盛んで、本校中学生も参加している。    

4. ホームページアドレス  http://school.setagaya.ed.jp/tfuu/ 

 

Ⅲ. 重点目標の評価および数値目標の達成状況 

１．人間的な触れ合いを深める環境をつくるとともに、コミュニケーション能力を高め、豊かな心の育

成を図る。 

「運動会や学芸発表会では、本気で取り組み、達成感を得ることができた」と実感できる生徒を８０％

以上にする。 

【達成状況等及び改善方策】 

学校関係者評価の結果で、生徒の「運動会や学芸発表会では、本気で取り組み、達成感を得るこ

とができた」は、肯定的評価が８８％で「とても思う」も５３％であり、目標は達成されている。保護

者の「子どもたちは、運動会や学芸発表会で意欲的に取り組んでいた」でも、肯定的評価が９６％であ

った。３年生が範を示し、より充実したものにすることができた。これを伝統とすることができるよう

に今後も行事を通して、学校や学級への所属感を高めるとともに、成就感や感動を体験させ、お互いに

鍛え合い、切磋琢磨し、認め合い・支え合い・高め合える活動、充実感・達成感のある活動を推進し、

人間的な触れ合いを深める環境をつくるとともに、コミュニケーション能力を高め、豊かな心の育成を

図っていく。 

 

２．日々の授業を充実させ、生徒一人一人に確かな学力を身につけさせる。 

「授業の内容が理解できる」と実感できる生徒を８０％以上にする。 

【達成状況等及び改善方策】 

学習習得確認調査をもとに課題を明らかにし、わかりやすい授業、興味の持てる授業を展開できるよ

うに工夫し、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させ、これらを活用し課題解決が図れるよう

に取り組んだ。その結果、「授業の内容がよく理解できる」と実感できたと答えている生徒は、1 年生８

４％、2 年生７７％、３年生８０％であった。全学年が目標を達成できるように今後も努力していく。

また、学習習得確認調査の結果でも、基礎的基本的な知識・理解はできているが、やや複雑な問題にな

ると正答率が低くなる傾向がある。言語活動の充実をさらに推進し、指導方法を工夫し、基礎・基本を

確実に習得させ、それを活用し、思考力、判断力、表現力を育成できるように取り組んでいく。 

 

３．基本的な生活習慣を確立させ、自己実現を図るための強い心を育てる中で、一人一人が大切に

され、お互いが認め合い協力しあえる集団を育成する。 

「学校のきまりを守って行動している」と自覚できる生徒を９０％以上にする。 

【達成状況等及び改善方策】 

生徒の「学校のきまりをきちんと守っている」は、肯定的評価が１年生８１％、２年生８７％、３

年生９２％、全体で８６％であった。昨年度より数値は上昇し、落ち着いた生活ができている。今後

も、あいさつ・時間・身だしなみ・清掃を重点に、基本的な生活習慣の確立を図っていく。また、「と

ても思う」と答えた生徒の割合は、１年生３０％、２年生３１％、３年生４６％と学年の進行ととも

に上昇し、全体で３５％であった。 
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保護者の「本校では、子どもたちに問題となる行動が尐ない」は、肯定的評価が５５％、地域の「通

学している子どもたちは、社会のルールを守っている」は、肯定的評価が７５％、「通学している子ど

もたちに問題となる行動が尐ない」の肯定的評価は６７％であった。今年度は公園の使い方などで連

絡をもらうことがあった。また、生徒の「他の人に対し、認め合い、励まし合う気持ちをもっている」

は、肯定的評価が８４％であった。今後も日頃から、きまりを意識し、自分で考え、正しく行動でき

る生徒を育成し、お互いが認め合い協力しあえる集団を育てていく。 

 

Ⅳ．地域とともに子どもを育てる教育の評価 

1. 保護者・地域連携等 

(1)  学校協議会   

町内会や商店街、青尐年委員、民生委員、まちづくりセンター、消防や警察などの関係諸

機関等との連携での意見交換の場になっている。一方、保護者の中にはその活動が見えてい

ない部分もある。学校協議会委員が、「防災防犯」、「健全育成」、「教育活動の充実」の３部会に

分かれて、連携を図りつつ、本校の教育活動に関わっていただいている。「地域の人材や施設を教

育活動に活かしている」の肯定的評価は、保護者５６％（わからない２８％）、地域６６％（わか

らない１７％）、「地域の活動や行事によく協力している」は、保護者６６％（わからない２４％）、

地域９２％の肯定的評価を受けた。「学校協議会の活動が活発である」の肯定的評価は、保護者５

７％（わからない３６％）、地域４２％であった。今後も３部会の活性化をさらにすすめると共に、

学校協議会の活動や地域との連携についても、さらに積極的に知らせていく必要がある。 

 

 (2)  ＰＴＡ活動 

「Growing up ―成長しよう！子どもと共に―」をテーマに活動した。統合２年目であり、

昨年のＰＴＡ活動のすり合わせをもとに、さらに充実したものになるように、熱心に活動し

ている。月１回程度のＰＴＡ運営委員会を軸としながら、ＰＴＡ役員会が中心となり、各委

員会との協力により活発な活動が行われている。特に、地域や学校主催の行事への協力的な

支援活動は、地域に根付いたＰＴＡとして重要な役割を担っている。「学校からの通信（プ

リント）に、保護者の知りたい情報が盛り込まれている」は８６％、「保護者に対し、てい

ねいに説明や対応をしている」は８０％が肯定的な回答をしている。 

今後もていねいな対応を心がけていく。 

 

 (3)  家庭教育支援 

家庭教育学級では「共に悩み、共に考え、親として成長しよう！心・技・体」をテーマに、

第１回は「ＱＵから読みとる心」、第２回は「フラダンスで心も体も元気になろう！」、第

３回は「漢方を学ぶー心と体に通ずる東洋医学についてー」を実施した。単Ｐ研修では、「ハ

ートフルコミュニケーション～子どもの心を開くコミュニケーションの仕方～」をテーマに、

講師を招き研修が行われた。また、今年度は、最近子どもたちに起こっている「インターネ

ットによるトラブルや生活の乱れ」について考えるために、第４回「親が知らないネットの

世界～わが子を見失わないために～」を企画し、研修した。 

第１学年で５月当初、教科別説明会を開催し、中学校での学習方法や家庭学習の進め方に

ついて支援活動を行った。生徒向けに「中学校生活のしおり」を作成し、生活や学習などの
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具体的な指導を行った。来年度も行っていく。 

 

 (4)  地域運営学校 

学校運営委員会を年間８回行い、統合１年目を土台に、新しい文化伝統を築くために、学

校の様々な課題を協議して、より良い方向に進めるための意見交換を行っている。また、さ

まざまな場面で協力をいただいている。 

 

２. 広報活動・情報提供 

学校公開週間を年３回等、教育活動への参加機会を設定している。今年度も各学年ごとに

学年便りを週１回以上発行することができ、「学校からの通信（プリント）に、保護者の知

りたい情報が盛り込まれている」は８６％、「学校の様子がよくわかる」と答えた保護者が

７７％、「情報提供をしている」と答ええた地域の方が６７％であり、広報活動・情報提供

の取組は概ね良好であった。「学校のホームページは充実している」の肯定的評価は、保護

者が５５％、地域が６４％であった。ホームページに宿泊行事や学校行事など、その都度更

新するとともに、校外学習では、現地の進行状況を伝え、保護者からも好評である。地域へ

の情報提供やホームページ上に迅速に情報を掲載するなど、今後もきめ細かな対応を続けて

いく。 

 

Ⅴ.  未来を担う子どもを育てる教育の評価 

１．教育課程の実施にかかわる状況の評価及び改善方策 

(1) 教育目標 

  教育目標は、各教室、職員室、校長室などに掲示し、常に意識できるようにしていると共

に、全校朝礼等で説明している。生徒の学校関係者評価では、「友だちなど他の人に対し、

認め合い、励まし合う気持ちをもっている」の肯定的評価が８４％、「深く考えて行動する

ように心がけている」の肯定的評価は７３％、「磨き合い、高め合う気持ちをもっている」

の肯定的評価は７３％で、昨年度より上昇している。また、保護者会、学校協議会等で、保

護者や地域の方々へ説明している。保護者・地域の学校関係者評価では、「学校の重点目標

が明確である」は、肯定的評価が保護者６５％、地域８３％であり、保護者へのより積極的

な広報が必要である。 

 

(2) 学習指導（教科「日本語」、総合的な学習の時間を含む） 

① 指導方法の工夫改善、中１ギャップでの加配やプロポーザルでの区費講師を受け、１年数学（数

量）３年数学と２、３年英語において尐人数授業、１年保健体育（女子）、１・３年生の美術と２

年家庭、３年音楽、２年男子保健体育ではティームティーチングを実施している。 

② 数学、英語の放課後の補習授業を３年生で年間１００時間行った。 

③ 生徒による「授業の内容はよく理解できる」は、肯定的評価が８０％であった。「通知表

の評価は、納得できる」は保護者が８０％，生徒が７９％の肯定的評価であり、概ね学習へ

の取り組みは理解されていると考えられる。生徒は肯定的にとらえているのに対し、保護者は

評価についての妥当性は認めているが、保護者の「授業をとおして、子どもたちに学力がついて

いる」は、肯定的評価が５５％であった。今後も世田谷９年教育を推進し、学力向上に向けた継
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続した取り組みや情報発信を続けていく必要がある。 

④ 基礎的基本的な内容等の定着状況を把握する「学習習得確認調査」を行い、小学校との合

同学習確認会議を開催し、学び舎での課題を明確にすることができた。また、中学３年生を

対象に進路選択に向けた実践的な学力を身につけるための「朝学習」「土曜講習会」を実施

した。 

⑤ 総合的な学習の時間を中心に、職業講話、職場体験、上級学校訪問や都立高校の先生によ

る出前授業などを実施し、学ぶ目的や自分の将来を考えさせた。また、授業規律の確立を図

り、真剣に学ぶ生徒の育成やみんなで互いに磨き合う態度の育成を図った。 

⑥ 学習についての生徒アンケートでは、「教科『日本語』の内容は理解できる」について、

８２％が肯定的な回答であった。指導資料を活用しながら、深く考え、表現し、日本文化を

継承していけるように、今後も取り組んでいく。 

 

 (3) 各教科による取組と改善策      

《国語》○目的に応じて的確に読み取る能力を伸ばすため、正確に音読すること、指示語や接続語、

キーワードを確認しながら読むことを意識させる。 

    ○目的や場面に応じ、筋道を立てて文章を書く能力を伸ばすため、１００～２００字程度

で要約文や意見文を書かせる。 

    ○漢字の読み書き等、基礎的基本的内容を定着させるため、小テストや学期に一回のまと

めの漢字テストを行うとともに、生徒の実態に合わせて補充プリントを増やす。また、

辞書や読書に親しむ態度を育てることで、語彙を豊かにさせていく。 

○論理的表現力を伸ばすため、テーマを決めてスピーチや集団討論の授業を行う。 

《社会》○１・２年生では地理的分野→歴史的分野の順で学習を進める。 

    ○授業中の発問・定期テストの問題を工夫改善して、思考力・表現力の育成に努める。 

    ○ポイントがつかみやすいプリントを作成し、利用する。 

○新聞やニュース、資料集を利用する。 

《数学》○１年生では小学校との連携を大切にし、既習内容との関連を重視した指導を行う。 

○全学年において、基礎・基本の確実な定着を目指し、反復学習を行う。 

○習熟度に応じた課題を用意する。１・３年生では習熟度別尐人数授業を実施し、個々の

目標を明確にさせ意欲を高める。 

《理科》○意欲を高める教材の研究を継続していく。 

     ○ＩＣＴを効果的に使う教材の研究を継続していく。 

○理解が十分でない生徒があきらめないで学習に取り組むよう、補習などでフォローして

いく。 

○理科室が２つなので、化学分野が学年で重複することがあり、調整する必要があったが、

来年度は新校舎に移り、理科室が３つになるので解消される。 

○実験や観察をしっかりおこない、体験を通じて理解させることができた。 

 

《英語》○１年生では尐人数授業は実施せず、クラス単位での授業を行い、基礎・基本の定着と英

語の学習方法を身につけさせる。また、２・３年生では習熟度別尐人数授業を実施し、

基礎クラスの人数をできるだけ尐なくして指導した。 
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○定期考査にリスニング問題を必ず出題している。インタビューテスト、スピーチテスト、

パフォーマンステストなどを評価の中に取り入れ、聞く力や話す力を高める。 

○定期考査以外にも、単語テストや基本文テストなどを実施している。また、理解不足の

生徒に対して、補習を実施している。 

《音楽》○３年生では、ティームティーチングの形態で指導し、合唱指導において大きな成果をあ

げることができた。 

○授業のまとめプリントの内容を工夫し、説明を聞いてすぐに練習問題に取り組むように

する。そして机間指導により、理解できていない生徒の支援をしていく。 

○声を大きく出す発声練習を取り入れ、パート練習時に一人ひとりの声をよく聞き、変声

期の生徒など、必要な生徒には個別に発声指導をする。 

《美術》○おおむね教科の目標は達成されている。充実した学習ができている。生徒の興味関心や

学習に対しての理解度や満足度もある程度良い評価であった。 

○ティームティーチングを充実させるとともに、視聴覚機器を活用することで、興味・関

心を高める授業を実施できた。 

○39、40 人という人数(２年)では、美術室のスペースが狭く、材料や道具を機能的に配置 

 するのには無理があり、学習の進度に尐なからず影響した。また、材料の管理などが大 

変であった。      

《保健体育》○興味・関心を高め、目標をもって取り組むことができるよう、学習カード等の工夫

を行った。 

○ＩＣＴ機器を積極的に活用し、映像などを見せることで具体的なイメージ作りや各

自の改善点を考えられるようにした。 

○体力テストの結果から、体力の強化は課題であり、１校１取組や授業の中での体力

作りにも重点をおいて進めて行きたい。 

《技術家庭》○生徒の実態をきめ細かく掴み、授業内容や課題を工夫して当たる。 

○１年の授業において、ティームティーチングの形態で指導し、実習等において個別

の対応も出来るようにし、生徒の意欲を高める。 

 

２．生活指導、道徳、特別活動、学校行事、体育・健康教育・食育、キャリア教育・進路指導、 

  世田谷９年教育、特色ある教育、特別支援教育 

《生活指導》 

  「あいさつ」「時間」「身だしなみ」「掃除」を重点とし、基本的な生活習慣を確立させ、自己

実現を図るための自己指導能力を育成した。５分前行動を心がけるように指導をしたが、遅刻寸

前に登校する生徒もいた。今後も５分前行動を推進していく。学校生活全体では、考えさせる指

導を心がけ、自分からあいさつをする、意見を言うなど、時と場に応じて考えて行動をするよう

に指導している。基本的な生活習慣の確立に向けて、今後も継続していく。 

 

  《道徳》 

  １０月に道徳授業地区公開講座を実施した。全学年での意見交換会を行い、参加者から活発な

意見が出て、家庭・地域と連携した道徳教育の在り方など、相互理解を深めることができた。 

  道徳の時間では、豊かな心を育み、人間としての生き方を自覚し、道徳的実践力を育てること
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を主眼に置き指導している。その結果、学校関係者評価アンケートでは、「わたしは学校のきま

りを守って行動している。」に８６％の生徒が肯定的に答え、保護者の「社会のルールを守るこ

とについて子どもたちに指導が行われている。」は７８％、「子どもたちに問題となる行動が尐な

い。」は５７％が肯定的に答えている。今後も豊かな心を育み、人間としての生き方を自覚し、

道徳的実践力を高める指導の工夫を引き続き行っていく。 

《特別活動》 

  統合して２年目、生徒会活動も順調に進むようになり、専門委員会、中央委員会、生徒総会、

意見箱の設置などを通して、学校内の諸問題を解決する自主的、実践的な態度を育てることがで

きた。また、清掃ボランティア、ペットボトルのキャップなどを通して、社会に積極的に関わり、

貢献できる姿勢を育てた。 

《学校行事》 

 学校関係者評価をみると、学校行事の項目は、生徒、保護者、教職員ともに肯定的評価の高か

ったものである。生徒の項目で｢楽しみにしている学校行事がある｣を肯定的にとらえている割合

は８１％。その中の「とても思う」は、５８％であった。｢行事では、みんなが活躍するチャンス

がある。｣｢先生は、生徒の意欲を大切にした指導をしてくれる。｣もそれぞれ８０％と７７％で、

生徒は、学校行事に積極的、前向きにとらえ新しい学校の伝統を築いている。 

 保護者も大方が肯定的で｢子どもたちは、学校行事を楽しみにしている。｣９０％。｢子どもたち

が活躍する場面がたくさんあり、内容が充実している。｣８３％で、評価の高い項目である。 

 教職員の自己評価においても、肯定的評価の高い項目である。｢生徒は主体的に行事に参加して

いる。｣は、３１名中２９名が肯定的評価であり、｢学校行事の工夫・改善が進められ、準備が適

切に行われている。｣では全員が肯定的評価をしている。 

 今後も、生徒、保護者、教職員が一体となってより良い学校作りに邁進していきたい。 

《体育・健康教育・食育》 

    １学期に体力測定、スポーツテストを実施した。１校１取組として、体育の授業の始り

に筋力トレーニングなどを取り入れ、基礎体力の向上を図った。 

    給食の時間や学級活動を通して、生徒一人一人が望ましい食習慣を身につけ、食事を通

して自らの健康管理ができるようにするとともに、食の大切さ、命の大切さについて考え、

マナーや感謝など豊かな心を育成する取組みを行った。教科「日本語」の研究授業では、

栄養士とともに、日本の食についての授業を行った。 

《キャリア教育・進路指導》 

・キャリア教育   

1 学年＝「職業講話」・「職業調べ」 ２学年＝「職場体験（３日間）」・「上級学校訪問」 

   ３学年＝「上級学校訪問」・「都立高校訪問授業」・「面接講座」・「身近な進路調べ」を実施し、

上級学校、職業についての情報収集・体験学習・新聞作成等を通してキャリア教育に関する学

習を深めた。 

・進路指導 

    進路説明会に関しては３年生を中心に１・２年生の保護者も参加して、1 学期・２学期の２

回実施した。進路に関する情報が十分に提供されているとの判断は学年が上がるごとに上昇し

ている。 
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《世田谷９年教育》 

 ｢学び舎｣の活動については、新たな学び舎を編成して２年目となった。今年度は、学び舎スタ

ンダードの作成、中学校教師を講師とした夏季実技研修、あいさつキャンペーンを新たに始めた。 

 学習習得確認調査、学習確認会議や合同学習確認会議により、課題を明確にし、その解決

に向けた取り組みを行っている。 

学校関係者評価の保護者の回答では、｢｢学び舎｣の活動について十分な情報が提供されている。｣

４９％。｢｢学び舎｣の区立小学校について十分な情報が提供されている。｣４３％で、昨年度より

１０ポイント以上上昇しているが、まだ低い。今後も｢学び舎｣についての広報活動をさかんにし

ていく必要がある。 

 生徒の項目で、｢学区域にある区立小学校との交流が活発である。 ｣が３８％なのに対し、保護

者の｢隣の小・中学校で構成する｢学び舎｣による小学校・中学校の連携や交流活動が行われてい

る。」は、５２％であるので、保護者は、学区域内での活動に多くが参加しているとも読み取れ

る。今後も意欲的に取り組み、情報提供をする必要がある。 

《特色ある教育》 

相談室を毎日開室することができるように、スクールサポーターを常駐させていることに 

より、休み時間に相談し、気持ちを切り替えて次の授業に臨んでいる。教室に入りにくくな

った生徒も利用し、相談室登校をすることができた生徒もいた。 

３年生を対象に、狂言教室を実施した。本物を見ることにより、学校生活への意欲が高ま 

った。３学期には、全校生徒を対象に落語教室、３年生を対象に茶道教室、和楽器講習会を 

予定している。１年生では、職業講話を実施した。体験学習後は学習への取り組みも意欲的 

になった。 

《特別支援教育》 

  特別な配慮を必要とする生徒の特性を全教職員が共通理解し、適切な対応ができるように毎週

校内特別支援委員会を行い情報交換や対応策を検討している。スクールカウンセラーや外部の専

門機関との連携を密にし、アドバイスを受けるなどの研修にも努めている。大学生を中心とした

スクールサポーターを導入し、相談室を常に開室できるようにしている。 

 

３. 部活動の取組状況の評価及び改善方策 

   職員（顧問）数が増え、部の開設数も増えたため、より充実したものになった。生徒のア

ンケートでも、「部活動は充実している」という質問に対し、７９％の生徒が「とても充実

している」または「充実している」と回答している。世田谷区総合体育大会では女子が総合

４位に入賞するなどの実績を残している。 

 

Ⅵ. 信頼と誇りのもてる学校づくりの評価 

１. 学校経営・学校運営にかかわる状況の評価及び改善策 

(1) 学校評価 

保護者、地域の学校への関心が高く、多くの意見をいただいているので、学校の改善に役 

立っている。今後も地域、保護者の意見に耳を傾けて教育活動を実践していきたい。 

(2) 教職員 

教職員の生徒に対する指導や生徒との信頼関係については、保護者からの信頼と協力を
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いただいている。また、教職員の保護者への対応についても、概ね肯定的に受け止めてい

ただいている。地域の方からも「学校に入った時に、主事さんをはじめ教職員の皆様の対

応がとてもよく、子ども達も元気よく明るくあいさつしてくれます」とか、保護者からも

「よくあいさつをしてくれる」と評価をいただいた。 

(3) 研修・研究 

今年度は、１学期に生徒理解、合同学習確認会議、ＱＵについて、２学期に教科「日本

語」の研修を実施した。今後も、授業力向上や日々の授業改善だけでなく、生徒のコミュ

ニケーション能力の向上や望ましい人間関係の構築にもつながるような研修内容を取り

入れていきたい。 

(4) 保健・衛生等管理 

   学校保健年間計画に基づき、学校行事や季節に即した保健管理・指導を行っている。学校

薬剤師の指導の下、適切な環境衛生を運営している。 

(5) 安全管理 

   ９月２日の集団下校訓練や、毎月の避難訓練などを通して安全教育を推進している。Ｐ

ＴＡと協力をして、新しい地区班を作成した。避難訓練も教科の時間、学活の時間など工

夫しておこなうことができた。来年度は新校舎での生活となるため、安全についての課題

を検討していく。 

(6)出納・経理 

予算編成から予算執行まで、執行状況も適宜報告され、適正に行われた。教職員の評価 

も高い。私費会計の処理・管理は適切に行われている。 

(7) 文書・情報管理 

学校から発信する文章は校長の決裁を得ている。指導要録等の記入・点検・整理は教務部 

を中心に行っている。校務パソコンを活用し、個人情報を管理している。 

 

Ⅶ. 教育環境の整備の評価 

１. 施設・設備の管理の状況等の評価及び改善方策 

施設・設備の点検は毎日２回の校内巡視など、定期的に行われている。平成２６年度、新

校舎への移転がスムーズに行えるように準備していきたい。 


